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理想の光明
（りそうのひかり）

入学以来、保護者の皆様に学校へ足を運ん
でいただく機会が少なく、大変残念に思って
おりました。しかし、６月１２日（土）、２
学年保護者会を実施できる運びとなり、大変
お忙しいなか、多数の保護者の皆様にご来校
いただけますこと、心より感謝申し上げます。
保護者会の開催にあたり、保護者の皆様に

は、次の３つの内容について、ご理解とご協
力をお願い致します。
（１）生活面について
お子様のスマホの使い方や服装（特に女子

のスカート丈）、家庭学習の様子は大丈夫で
しょうか。基本的な生活習慣の確立が学力の
向上には欠かせません。ご家庭での話し合い、
ルール作りをお願い致します。私にも２人の
子どもがいます。我が家のスマホのルールは、
「２階には持って行かない」でした。
スマホには、「手のひらサイズの金属の悪

魔」という浪人生の反省の弁があるほど、怖
い一面があります。生徒達は、まだまだ未熟
です。起床時刻、家庭学習の開始時刻、就寝
時刻など、生活全般にわたって、ご家庭でし
っかりと優しく、時に厳しくご指導下さいま
すようお願い申し上げます。
（２）学習面について
大学受験は、情報戦・団体戦であり、３年

生になってからのスタートでは遅いのです。
チャンスを逃さずに受験への態勢を固め、ス
タート・ダッシュを図りたいものです。しか
し、早ければよいわけでもありません。持続
力が大切です。
７月・・・三者面談（大学調べを徹底的に。

三者での作戦会議。）
12月・・・第１志望校の決定。志望理由

書の作成。
２月・・・赤本（過去問）で傾向を探り対

策を練る。年間計画を立てる。
３月・・・課題解決に向けた自主学習が始

められるかが鍵。
学年が進むに従い、自主性が問われます。

自学自習が勝負です。これができなければ、
伸びません。真の学力もつきません。たとえ
大学入試は何とかなっても、社会に出て役に
立たない、ということになりかねません。手
を掛けなければいけない。一方、いつまでも
手を掛けすぎていてはいけない。主役は、あ
くまでも生徒です。教員は、考え方や、いつ
何をどうするか、ペース配分などを指導・助
言するコーチとも言えるでしょう。
２学年では、「数学強化月間」を設定しま

した。中学と高校の学習で最も異なるのが数
学です。期間内に、意識的に数学を強化し、
文型・理型を問わず、これからの学習に弾み
をつけて欲しいと考えました。

自主性を確立し、学校の学習を軸に据え、
友人と協力し合って切磋琢磨する生徒達の姿
に期待します。そして、学年目標である「自
主自律～『当たり前』の継続～」について、
もう一度、何が「当たり前」なのかをきちん
と考え直し、夏休みに向けて学習意欲を向上
させて欲しいと思います。
（３）修学旅行について
修学旅行における最大のポイントは、「生

徒の安心と安全」です。その上で、生徒達に
とって、大きな学習の機会ですので、是非実
施したいと思います。最終的には、状況を見
て総合的に判断致します。
現時点では、次のように考えています。実

施時期は12月４日（土）～８日（水）、行き
先は、台湾を希望していますが、大変厳しい
ことも理解しています。もし、台湾が実施で
きない場合は、季節、学習効果、感染状況等
を総合的に判断した上で、行き先を決めます。
時期を見てアンケートを実施します。キャン
セルに伴う料金の対応がある場合には、各ご
家庭にできるだけご迷惑をおかけすることが
ないように、業者と連携を図り、保護者の皆
様に早めにご連絡ができるよう対処致しま
す。

生徒手帳のＰ４７に、次のような「生徒生
活規定」が記載されています。
「この規定は、われら相互の誓いである。

われらは、校則の趣旨にかなった生活目標を

学校生活において実現するため、以下の諸規

定を守ろう。この中にない事柄でも、われら

の良識に悖るような行為の絶対にないことを
もと

誓い、われらの生活が全面的に発展向上して

いくように実践しよう。」
特に、下線部をどう読み取って行動するか

ではないでしょうか。自分勝手な解釈をして、
「周囲に迷惑をかけていない」などと自分目
線でしか物事を語れないようでは、困ります。
「関係ない」などと思わず、「社会の一員」
としての規律正しい行動を求めます。

＜服装について＞
「学びの場に相応しい」を日々考える。
部活のジャージで授業を受けるのはNG。

＜スマホ使用について＞
スクールタイムは、電源オフ。ゲーム（特
に男子）やSNSに注意。

＜自転車事故について＞
万が一、事故が起きた時は、適切な処理
を。その前に安全運転を心掛けよう。



２年生になり、２ヶ月半が経ちました。最
初は落ち着かない様子も見られましたが、中
間考査が終わった今では、学習のスイッチも
しっかり入ったのではないでしょうか。
勉強・部活・人間関係など、悩みは尽きま

せんが、みなさんのゴールは変わりません。
今こそ学校での勉強を見直す時期です。一日
のうち、約７時間は学校で勉強しています。
放課後どんなに時間をとろうとしても７時間
勉強できる人はいません。安高２年生の平日
の学校以外での勉強時間は約２時間。学校を
100％活用しないで、受験に勝つことはで
きません。受験に勝つため、次のような５つ
のポイントがあります。
１．予習復習は欠かさない！
予習ざっくり、復習しっかり。週末は１

週間のまとめ直しと問題集の演習。
２．日々の授業を大切に！
ノートを有効活用し、先生にツッコむつ

もりでどんどん質問する。
３．高校指定の問題集を使いこなす！
基礎の定着に最適であり、同じ問題集を

持つ友達と一緒に実力UP。
４．定期試験で手を抜かない！
試験の度にその範囲を完璧にすることこ

そが受験勉強です。試験の復習は大事です。
５．先生を積極的に活用！
積極的に質問し、様々なアドバイスをも

らおう。添削は自分ではできませんよ。

本校のSSHの取り組みやSSクラスである
２年７組の活動について報告します。7組で
の学びの特色は、「SSアカデミーⅡ」という
特別授業、また探究の授業中に行われる「自
然科学系の探究活動」や「課外活動」です。
「SSアカデミーⅡ」とは？？
福島大学の大橋先生による「統計・検定講

座」、元マイクロソフトの辻氏による「プロ
グラミング（Scratch、マインクラフト）講
座」。＊今後、「Python講座」も行われます。
「自然科学系の探究活動」とは？？
生物部による「天然酵母の探査」などの部

活動の研究以外にも、「AIによる画像認識」
や「トランプゲームの確率」「弓道の必勝法」
など、幅広い研究テーマに取り組んでいます。
研究成果は、11月の生徒理科研究発表会

や全国SSH発表会などで発表する予定です。
「課外活動」とは？？
5月1日（土）、郡山駅前のスペースパーク

にて開かれた「サイエンスフェスティバル」
に７組の生徒10名が参加し、小学生を対象
に実験講座を行いました。
先日、海外交流（ドイツ・フランス）の説

明会が開かれましたが、海外交流は、７組以
外の生徒も参加可能です。２年生までしか参
加できませんので、ぜひ積極的に応募しまし
ょう！気軽に探究係の先生にご相談下さい。

ＳＳクラスである７組以外の１～６組は、
「ＳＤＧｓ」を踏まえての探究を進めていま
す。５月中旬、『課題研究メソッド』の著者
である岡本尚也氏による講演会が開催されま
した。講演会後のアンケートの内容を一部紹
介します。自身の変容については、「探究活
動についての関心・知識・技能」や「多様な
価値観を受け入れる寛容性」の項目がとても
高くなっており、全体として、大変有意義で
今後につながる内容を得られた人が多かった
ようです。皆さんの今後が楽しみです。

☆☆６月・７月の予定☆☆

６月１４日（月）～教育実習
１９日（土）駿台模試
２２日（火）立会演説会

生徒会役員選挙
２４日（木）③④⑤⑥⑦探探
２６日（土）紫正会

７月 ３日（土）進研模試
６日（火）実力テスト
７日（水）～８日（木）体育祭

１０日（土）紫正会
１６日（金）夏季休業前全校集会
１７日（土）～夏季課外

・自分の小ささを感じることが出来た講演会だった。

・自分には科学的思考力が欠片も存在しないことを

理解することが出来たので、大学入学までには身に

つけられるようにしたい。

・私は逆にネガティブなことで結果上手くいってい

たことが多かったのですが、今回上手くいかなくて

もポジティブに生きる、というやり方も案外いいも

のなのかもしれないと思いました。

・課題研究のこれからのことを考えさせてくれたり、

私達の教養を確認してくれたりしてくれて面白かっ

たです。深く考えることを大事にしたいと思います。

・自分の考え方が、いかに抽象的過ぎたかが分かっ

た。言葉の定義についても曖昧に大雑把に考えず、

具体例を考えていこうと思った。自分の本当にやり

たいことは何なのかを様々な情報に（主に本に）触

れることで増やして、見つけていきたいと思う。


